
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 19 （回答者数）
19

～ 2025年2月28日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より専門性を高めるための、内・外部研修の実施

・他機関との連携

2

・自事業所内だけでなく、法人内他事業所とも支援の質向上

に向けた研修・事例検討会・職員交流等を開催したい

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・スタッフの募集をかけ、スタッフのみならずご家族様にも

安心してもらえるようなスタッフ数の確保

2

・自事業所・他事業所も含め、どう交流の機会を作るべきな

のか慎重な協議が必要

3

・今後、幅広い利用者を受け入れるための施設のバリアフ

リー化に関して法人内で議論を行いたい。

○事業所名 スマイル

○保護者評価実施期間
2025年2月15日

○保護者評価有効回答数

2025年2月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

障害特性に応じた施設のバリアフリー化 ・現状、設備をバリアフリー化する必要性のある利用者がいな

いため、施設のバリアフリーが進んでいない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の配置数
・職員の急な休み等によって適切な配置をとることが難しいと

きがある

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会

・地域交流で公園に出向き近所のお子さんと遊ぶ機会は設けら

れているものの、積極的な交流の場を設ける事は出来ておりま

せん。交流機会を作ることの是非も含めて事業所内で検討して

いきたい

利用者一人一人のことを十分に理解し、特性等に応じた専門性

のある支援

・発達年齢・段階をしっかりと捉えた個別支援計画の作成

・個別支援計画に基づいた支援と丁寧な振り返りの実施

職員間連携と支援の質 ・職員間のコミュニケーションが円滑に進むための職員配置

・毎日の丁寧な職員会議（朝礼）の実施

事業所における自己評価総括表公表


